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本セッションの目的と概要
　学会誌「情報処理」は，本会唯一の紙メディアとな

ったこともあり，重要性を増している．節目を迎え，

本会唯一のペーパーメディアである本誌の今後のあ

り方，Quality Paperとなってゆくための条件など

について会員各位と討論することを目的として設定

した．登壇者は，土井美和子元副会長，川合慧前編

集長，武田浩一会誌前担当理事，松原仁編集委員に

加え，IT関連における Best Quality Paperの 1つで

あった bit誌元編集長小山透氏をゲストとしてお招

きし，司会進行を筆者が担当した．セッションの

概要を表 -1に当日の模様を図 -1に示す．本稿では，

セッションで取り上げたトピックをもとに今後の本

誌の方向性について得られたいくつかの示唆につい

て報告する．

学会誌『情報処理』の役割と期待（土井美和
子氏：本会元副会長）
　昨今のさまざまな「逆風」にさらされ，会員数の減

少が問題になっている．学会誌「情報処理」は，情報

処理学会が魅力ある学術研究の交流の場であるため

の必要条件であるが，急速に変貌する読者・会員

のシーズではなくニーズの変化に対応していくな

ど，時代に応じた読者への柔軟な変革の意識が重要

である．学術研究の価値基準として機能している学

会誌や論文誌のあり方と並行して，ビジネスや研究

のヒント特に新規性のある重要な技術動向に対す

る knowledgebaseとしての機能を求める読者（ユ

ーザ）への情報提供を行っていくなどの意識変革が

重要であろう．このような意識の変革こそが新しい

読者層を開拓していくためには不可欠である．特に

「見えない情報処理インフラの重要性を見える化す

る」ことが重要である．

　新しい取り組みとして，本年度論文誌デジタルプ

ラクティスを発刊した．この新しい論文誌では，「見

えない情報処理インフラの重要性を見える化する」

ために，従来論文誌では掲載されなかった実践での

知見を技術資産として継承してゆく．また，現場技

術者にとって苦手な技術論文の体裁などを支援する

ために，メンター制度を導入した．論文誌，デジタ

ルプラクティス，学会誌という 3種類のメディア

を有する本会の中で，学会誌は学会の顔として，よ

り一般読者に近い領域を広くカバーしていくことを

望む．

　さらに今後の情報処理にとって，読者にとって常
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に新しい話題を提供するために，充実した執筆陣に

よる解説記事の質の向上が望まれる．この点で編集

長制と編集委員会による取捨選択のプロセスは重要

である．加えて読者にとっての読みやすさの工夫，

特に学会誌での解説記事や特集から単行本として出

版されるような良い記事が掲載されることを望む．

学会誌「情報処理」の現在（川合 慧氏 ：編集
長）
学会誌「情報処理」の歴史と変遷
　学会誌「情報処理」は本会の 1960年 7月に発足と

同時に刊行を開始した．発刊当初は，編集担当常

務理事が編集委員会を主催，当時「岩波書店の「科

学」のような上品な雑誌に…」がモットーであった．

図 -2に当時の学会誌の様子を示す．第 1号は発足

にあたっての会長挨拶（山下英男），祝辞（和達清夫・

中曽根康弘），高橋秀俊教授の「電子計算機の将来」，

和田弘氏の「計算をしない計算機」などの解説記事が

あった．和田氏の記事は，文字を読む機械，外国語

の翻訳，要約機など，40年後の現在を予見する内

容であり，先見性に驚かされる．発行当時隔月刊で

あった学会誌は 1970年に月刊となり，現在まで続

く．1971年の年間ページ数は 804ページ（平均 67

ページ／月）であった．内容は，1, 3, 5, 6, 7, 9, 12

号に巻頭言，講演とする記事に加えて 1号あたり 3

件程度の研究論文が収録された．特集号として，8

月号に超大型機，11月号に教育が組まれ，その他

「解説」「講座」「座談会」のほかに「プログラムのペ

ージ」というコラムもあった．さらに，会員相互の

情報交換を目的とした資料，報告，寄書，談話室

や誌上討論，書評，読者の声，文献紹介，ニュー

ス，本会記事，国際会議案内，会告が内容であった．

これらは 1978年の英文誌 Journal of Information 

Processing, 1979年の論文誌発刊とともに，3誌発

行制に移行し，同時に会誌編集委員会は，編集小委

員会制（解説講座，基礎（F），ハード（H），ソフト（S），

応用（A）のワーキンググループからなる）となった．

このころの編集委員会の意識を第 14代会長大野豊

氏は以下のように述べている． 

　－  論文・投稿数が激増 → 編集に苦労なし

　－  会員の声：むずかしすぎる，役に立つ記事が

少ない，内容が偏っている

　－  学会の創立以来の事情として：

　　　 計算機を作る側の立場に立つ記事や論文が

多い

　　　 ユーザが広い範囲から参加しているとは言

い難い

　　　 一般ユーザの参加を目指す←反対意見もあり

　これらの問題点から，1979年の論文誌分離以降，

1980年代には「第 2情報処理」への動きとして，一

般会員向けにやさしい解説を載せる（1982年），論

文発表をしない読者向けの内容（1988年）を掲載す

るなど，学会誌自体に解説などの内容を増やす方向

の工夫がなされた．これらの試みは，1990年代に

入っても意識されていたようだが，本会の会員数の

減少に対する危機意識から 1990年代後半，最後の

編集担当常務理事（編集委員長）であった諏訪氏が

本誌 50巻 7号で書かれたように，学会誌の編集体

図 -2　発刊当時の学会誌「情報処理」
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制を刷新することとなった．具体的には「『情報処

理』の編集のことを常に考えている人間を置く」こと

であった．このようにして，初代編集長 石田晴久

氏，2代編集長 和田英一氏，3代編集長 川合へと

続くこととなった．刷新された学会誌を図 -3に示

す．この編集長制は現在も継承されている．

学会誌「情報処理」の課題
　以上，発刊時からの「情報処理」を振り返った．現

在，編集委員会として意識する問題点を以下に列挙

する．

　－  より良い記事，特集記事の発掘，収集，選択

のために

  委員選出方法とWGの構成の再検討が必

要である．

　－  内容の問題点として

 研究プロジェクトの研究内容をまとめて

刊行するなどの成果発表としての場とな

ることも少なくなく，学会誌一般読者に

対する中立性の点から再考が必要．

　－ 初学者にとっての Tutorialとしての機能が必

要ではないだろうか．

 学術的な新規性や，カッコ良さには遠い

が，初学者にとって「とりあえず，あの記

事の内容で」というような，技術指南を提

供するメディアが定常性や信憑性に問題

のあるWebページではなく，残念ながら

廃刊となった bitなどの他誌の担っていた

初心者のための記事が求められるのでは

ないだろうか．

　－ Quality Review概念を確立させる必要性

論文誌など本会他誌では取り上げられる

ことのない，Quality Review概念を確立

させ，良質な解説記事の学術的なステー

タスを向上させることも必要．

　－ より幅広い記事内容に対応するため，各種研

究会との連携は不可欠．

「情報処理」の現状と課題　（武田浩一氏，
会誌担当理事）
　情報処理学会誌の記事内容の変遷について振

り返る．1989年度（20年前），1999年度（10年

前），2009年度に組まれた特集号の表題を比較する

と，1989年度は，脳における情報処理機構（Vol.30, 

No.2），非標準論理とその応用（No.6），ファジィ情

報処理とその応用（No.8），自然言語理解（No.10）な

ど基礎理論的な内容の掲載比率が高かった．これが，

1999年度には，西暦 2000年問題に全力で取り組

もう（Vol.40, No.5），ソーシャルインタラクション

（No.6），在宅介護を支援するケアマネージメント

システム（No.7）など，情報処理の世界だけではな

く，社会システム的な広がりを持つ話題が多くな

り，2009年度には，セキュリティ要求工学の実効

性（Vol.50, No.3），ライフログ（No.7），音楽情報処

理技術の最前線（No.8），コンピュータ将棋の新し

い波（No.9），生命情報学が直面する大規模ゲノム

データ時代の課題（No.9）といったテーマの多様化

（ロングテール化）が進行している．

　モニタ評価結果が残っている過去数年間のデー

タをもとに，2005年度，2007年度，2009年度に

おいて 80％以上の評価者が「良い」または「非常に良

い」と評価した項目について分析すると，2005年度

では spamメールおよび検索エンジンの 2件の特

集記事が，2009年度では，クラウドコンピューテ

ィング特集記事が，このような高い評価に該当して

いた．2007年度には該当記事はなかったが，ICタ

グと医療環境や情報教育に関する特集記事の評価が

最もよかった．したがって，最近の傾向として，実

用性の高いものや，実践に基づいた知見に関する解

説記事が高く評価されていると結論づけることが

できる．2009年度のモニタ評価の際立った特徴と

して，約 60％以上の評価者が「良い」または「非常に

図 -3　刷新された学会誌
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良い」と評価した記事数（特集記事は全体で 1つと

してカウントした）が，上記のクラウド特集記事以

外に 10件あり，例年の倍程度になったことである．

視覚情報の処理と利用，情報処理技術遺産，ライフ

ログ，未来のコンピュータ好きを育てる，など，多

様化するトピックから会員の関心が高いと思われる

ものをうまく企画化できたことが好評な記事数の増

加につながった．

　これまでも会員のニーズに合わせて会誌編集委員

会では多様な記事内容を掲載し，さらに会員の興味

が高まり研究や実務に反映されるという ”連鎖 “ が

観察されてきた．当初の研究者コミュニティにおけ

る基礎理論中心の話題は，産業や社会における応

用・商用化や情報処理サービスを含む多様な話題へ

と拡大した．さらに情報処理の遍在化や埋め込み化

による社会的変化は，会員の興味と専門性のロング

テール化をもたらしている．このような情報処理の

話題のロングテール化に対応すべく，タイムリーな

企画の立案と執筆担当者の確保，編集委員 /WG専

門委員の構成を再考する必要があると考える．広範

な読者に学会誌の存在価値を感じてもらうためには，

これまで以上に話題の選択を重視し，企画段階で十

分な訴求内容やインパクトを盛り込む努力が必要で

あろう．

　また，学生会員向けのサービス，論文誌・規格調

査会・デジタルプラクティスとの連携，紙媒体とし

ての価値，電子書籍化や携帯機器での購読といった

観点での学会誌の役割についても検討し，会員の減

少を防ぐための魅力・価値提供と PRが必要である．

さらに，過去の記事がアーカイブされるだけでなく，

新たな価値を生む資産としてより積極的な 2次利

用を促進できるようにすべきである．学会誌の解説

記事はその分野の専門家により執筆された，技術的

洞察，中立性，信頼性に優れた情報であり，多数の

記事が陳腐化に耐えて長期間にわたり有用な情報源

となる．このような価値の高い情報を豊富に蓄積し，

多様な知的活動に供することは学会誌の重要な役割

ではないだろうか．

　ほかにも解説記事執筆（著者）情報の生成，専門家

ネットワーク組織化の支援，次世代情報処理ハンド

ブックとの連携などが具体策として考えられる．学

会誌記事の執筆活動を通して専門家のコミュニティ

形成と交流の推進に貢献することも，今後のネット

ワーク社会での大きな貢献につながるものと期待

する．

「情報処理」は止まらない（松原仁氏，元会
誌担当理事）
　学会誌「情報処理」のあり方について若干の脱線

を交えて．大胆にもこのセッションの Charterにも

書いたが，「情報処理」は，私の学生時代からの愛

読誌であり，あこがれでもあった bitの廃刊に際し

て少なからず影響を及ぼしたらしい．昔から毎月

発売日を気にして，本屋に走り立ち読みし，手に

取って慣れ親しんできた雑誌である bit，蛋白質核

酸酵素，学研の「科学」，科学朝日，最近では UNIX 

magazineも廃刊となり淋しい．これらの雑誌を，

私は他の読者もそうであったであろうように，「若

干のやっかみと，憧れをもって」楽しみにしていた．

特に，専門でもない分野の雑誌であっても，「すご

いなぁ…こんなことやるんだ…」という感じ，つま

り，ノウハウそのものと言うより，科学的な読み物

としての旋律から教養を身につけていた．このよう

な雑誌の中で，情報処理を志した者にとって，bit

は，「みんなが読む標準誌」であり，bitが取り上げ

るくらいだから「見込み」があり，執筆陣も情報系の

名文筆家がそろっていた．論文誌や研究報告ではな

く，学会誌のように大先生の意向に左右されない

独自の編集方針（記事選択の判断基準というより動

物的な勘）こそが，生きた雑誌 bitそのものであり，

小山氏はその編集長として長年「情報処理」を「評価

してこられた」ともいえる．bit誌は残念なことに，

時流の中で 2001年廃刊となった．bitへのノスタ

ルジーを交えながら今後の「情報処理」のあり方につ

いて考えてみたい．

　まず，我々情報処理を志すものにとって bitに書

くことは，論文を書くより「カッコよかった．専門

領域における論旨を主張し，査読者の要求と闘い採



1496 情報処理 Vol.51 No.11 Nov. 2010

録を勝ち取るのではなく，bitに「書かせてもらえる」

ということは，我が国の一般の書店を訪れる読者の

代表である編集部に，自分の「商品価値」を認めても

らえたことを意味した．窮屈な論旨ではなく，文化

人としてのステータスを認めてもらえたと言うに

近い「喜び」を感じたのである．それは，かつて自

分自身が毎月小遣いを手に本屋に走り bitを手にと

り，きらびやかな名文に飾られた到底理解できない

内容の難解さを，カッコよさと高尚さと若干の自分

に対する失望によって読んだ経験があり，自分がそ

の中の記事を飾ることは昔の自分に対して胸が張れ

るような上昇感を現実に感じることができたからで

あろう．「いつか bitに書ければいいなぁ」そんなこ

とを思いながら，数々の名文筆家の文章を味わいつ

つ，難解な内容を一生懸命考える中で，「情報処理」

を志す上での心構えや品格などの文化を学び，“ 情

報処理学の教養 ”を身につけたように思うのである．

bitなき今，「情報処理」はこのような「教養を育む場」

となり得るだろうか．

止まらない情報処理へ
　「情報処理」が，「情報処理に書いてあることを理

解したい」「情報処理に書けるとうれしい」という読

者と書き手のコミュニケーションの場として充実す

るためには，「書きたい記事」ではなく「読者が読み

たい記事」を掲載する努力が必要である．そのため

に「役には立つが，教養としてつまらない」と感じら

れる内容を減らすなどの努力が必要である．また，

幅広い内容に対する見識を担保するために，内容の

多様性を保つ工夫が必要だろう．そのために，編集

長と編集委員会の「目利き」が大変重要となる．bit

は編集部の目利きが読者目線からみて，あこがれる

ような「感覚」を読者に与えることに成功したから

こそ，長年にわたって支持された．このような「感

覚の鋭さ」が読者をひきつけるのではないだろうか．

そのために，お書きになる・お話になること自体が

深い文化と教養にあふれるカリスマの存在も重要

である．「情報処理」がこのような「情報処理の教養

を育む場」となり，今後も幅広く支持されることを

望む．

Quality Paperの重要性と運営方針（特別ゲ
スト 小山透氏，近代科学社，元 bit編集長）
　私は，学会誌「情報処理」の一読者であるばかりで

なく，情報フロンティアシリーズ全 24巻の企画と

編集に携わったり，「暗号ゼロ知識証明」の出版など，

論文賞を獲得したものを出版したりと情報処理学会

とかかわってきた．また，石田晴久先生が 1997年

に編集長就任の直前，その大変革にあたって，一般

読者獲得のための意見を求められたこともあった．

このとき「Communications of ACM誌に倣いまし

ょう」と申し上げた．

　変革を必要としたのは，減少し続ける会員数に歯

止めをかけようとした執行部の考えによるものとお

聞きしたが，事実は 2006年に日経コンピュータ「IT

関連学会の憂鬱」として明らかにされた．ここで指

摘された問題点は，（1）会員数の減少，（2）社会と

の乖離，（3）論文の質と採択分野の偏り，（4）人材

育成の不備の 4点であった．それ以前の 1997年の

将来ビジョン検討委員会の段階で「情報処理」の変革

のために打ち出された方針は，（1）魅力ある学会誌

の実現と（2）経費の節減であった．2006年の日経

コンピュータは，1997年から約 10年後に「外から」

問題点を指摘したが，情報処理学会としても会員数

の減少に対して会員に対するプレゼンスの大きさか

ら「情報処理」の変革で応じようとしたものと考えら

れる．実際には 2006年段階でもそして現在でも IT

産業の縮退とともに会員数の減少は深刻な問題だが，

このような状況の中で学会の顔としての「情報処理」

はいかなる役割を果たしていけばよいのかについて

考えていくために，事情を知る外の人間として出版

関係者として今後の読者獲得に向けていくつかのア

イディアを提示したい．

　「情報処理」も，読者を抱えるメディアである点

で，我々のかかわっている商用誌と何ら変わりはな

い．売れるためには，マーケティングが必要である．

石田先生の「大衆化」路線は，学会の中でこの商用誌

のマーケティングに基づいた読者目線の誌面を実現

することによって，読者＝会員を増やすというお考

えであった．「情報処理」の対象とする読者層は，学
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会員ばかりでなく，学会員でない人，あるいは学会

員でなくなった専門家や非専門家となられた方々な

どの，現在読んでいないが興味次第で読んでくれ

る，「情報処理」の潜在読者をいかに掘り起こせるか

がキーである．特に，学生会員として研究発表など

の参考にするために手にとった「情報処理」を，彼ら

が社会に出てから忙しい仕事の合間にもう一度手に

とっていかに読んでもらうか，読もうという気持ち

になる雑誌にできるかが，マーケティングの上で重

要であろう．広い読者層を獲得するために，取り上

げるテーマとしては，（1）論文より先端技術の俯瞰

的な解説，（2）学際・学環・学融領域のハブとなる

こと，（3）海外発の情報や話題提供，（4）社会での

情報インフラの光と影といった学会誌としての視点

（オピニオン），（5）人材育成につながる内容，（6）「教

科情報」などに関する新制度への対応を現場目線で

収集し発信すること，あるいは（7）人物にスポット

ライトをあてるような記事，たとえば，女性に関す

るエイダプロジェクトのような女性による，女性の，

女性のための記事のような個人を取り上げるような

記事も有効ではないだろうか．そのための編集体制

の再考，常に柔軟な体制で誌面の充実が求められる．

現在出版業界は，斜陽化どころではなく崩壊に近い

が，このような時期の後に，知識交流の場としての，

新しい「情報処理」が形成されることが期待される．

　そのためにぜひ，モノとしての価値，すなわち読

者が支払う対価に対する納品物としての「値打ち」の

ある，お買い得感のある「質感」が重要である．昨今

の電子書籍はプラットフォームである電子機器のフ

ァッション性と利便性に消費者が反応しているとも

思われるが，一時的な風潮に流されず長期的視野に

立った「モノとしての情報処理誌」であり続けられる

ことが，今後の貴誌の価値を決めてゆくように思

う．このようなモノとしての「マガジャル化」，つま

り「マガジン」様の一般化と「ジャーナル」としての品

格・質の両立が重要と考える． 

まとめにかえて
　以上，登壇いただいた皆様の発言の骨子を当時の

メモを頼りに筆者が書き起こした．本来ならば，一

人一人に別々の記事をお書きいただくのがよいが，

読者諸氏にできるだけ早く報告申し上げる必要と，

各人ご多忙でもあり，その場でいただいた御金言を

できるだけそのままメモに基づいてまとめるという

形をとった．そのため，語り口（かきぶり）は，セッ

ションでの皆様の名調子とは程遠いことをお詫びす

る．このセッションでの各登壇者からのメッセージ

として以下の提言がいただけたと思う．

土井氏：学会の顔として親しみやすく分かりやすい

学会誌をめざせ！

川合氏：歴史ある学会誌として高い信頼性と幅広い

連携を！

武田氏：多様化しロングテール化する学会の話題を

広く網羅すべき！

松原氏：研究の話題提供だけではなく真の教養を提

供せよ！

小山氏：狙うは未会員・元会員・女性．マガジャル

化によって読者を獲得せよ！

　さらに，会場から，電子出版元年とも言われる

2010年にあたって，今後の「情報処理」がどのよう

なメディアとして充実していくのかについて継続し

て検討が必要であるとの意見をいただいた．今後の

「情報処理」の発展のため，参考にしていただければ

と思う．また，お忙しい中セッションにご参加いた

だきました皆様，初めての企画にもかかわらず，お

認めいただいた全国大会委員各位に改めてお礼申し

上げるとともに，今後の情報処理のますますの発展

を望む．

（平成 22年 9月 21日受付）
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